
資
料
紹
介

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
唐
船
反
物
切
本
帳
に
つ
い
て

3
0
ω
o
m『
O
Z
Z
ω
g
w一『
E
Z

石
田
千
尋

い
わ
ゆ
る
寛
永
の
「
鎖
国
」
以
降
、
長
崎
は
唐
船
と
オ
ラ
ン
ダ
船
を
迎
え
入
れ
る

唯
一
の
公
的
な
国
際
貿
易
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
の
長
崎
を
窓
口
と
し
て
入
っ
て
き
た

人
と
物
と
情
報
と
は
、
時
の
中
央
権
力
で
あ
る
江
戸
幕
府
の
治
下
に
お
か
れ
て
い
た
。

こ
の
内
、
物
す
な
わ
ち
輸
入
品
は
、
後
述
す
る
如
く
各
種
の
手
続
き
を
経
た
後
、
日

本
側
の
役
人
で
あ
る
日
利
に
よ
っ
て
鑑
定
・
評
価
が
下
さ
れ
、
囲
内
市
場
に
も
た
ら

さ
れ
た
。
輸
入
反
物
に
つ
い
て
は
、
反
物
目
利
と
呼
ば
れ
る
役
人
に
よ
っ
て
鑑
定
・

評
価
さ
れ
た
。
こ
の
反
物
日
利
お
よ
び
取
引
に
か
か
わ
っ
た
五
ケ
所
商
人
(
入
札
商

人
)
等
に
よ
っ
て
輸
入
反
物
の
見
本
裂
を
貼
り
込
ん
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
「
反
物

切
本
帳
」
と
称
す
る
史
料
で
あ
る
。
「
反
物
切
本
帳
」
の
類
書
は
、
管
見
の
限
り
に

お
い
て
も
、
東
京
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
長
崎
市
教
育

委
員
会
・
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
・
神
戸
市
立
博
物
館
・
関
西
大
学
図
書

館
・
杏
雨
書
屋
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館
・
鶴
見
大
学
図
書
館
・
鶴

見
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
等

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
他
、
個
人
蔵
を
含
め
て
各
所
に
散
在
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
は
、
「
天
保
十
一
年
子
二
月
子
壱
番
割
亥
七

番
船
同
八
番
船
端
物
切
本
帳
弁
別
段
商
法
持
渡
切
本
・
別
段
責
端
物
切
本
弐
冊
之

(
朱
)

内
「
外
破
船
分
壱
冊
有
之
」
」
(
一
冊
)
と
表
題
を
持
つ
「
反
物
切
本
帳
」
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
「
反
物
切
本
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
長

崎
で
の
唐
船
貿
易
の
取
引
過
程
を
輸
入
反
物
を
中
心
に
概
観
し
、
次
に
そ
の
取
引
過

程
内
の
ど
の
時
点
で
本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
か
を
考
察
対
象
に
含
め
て
紹
介
を
お
こ

な
い
、
そ
の
後
、
本
史
料
に
貼
り
込
ま
れ
た
各
裂
の
取
引
に
つ
い
て
現
存
す
る
取
引

史
料
の
紹
介
と
共
に
解
明
し
、
最
後
に
各
裂
の
種
類
や
特
質
、
原
産
地
等
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
い
。

い
わ
ゆ
る
鎖
国
下
に
お
い
て
、
唐
船
は
オ
ラ
ン
ダ
船
と
共
に
唯

一
の
公
的
な
開
港
場
で
あ
っ
た
長
崎
港
に
入
津
が
許
さ
れ
て
い
た
。
唐
船
が
長
崎
港

に
入
津
す
る
と
唐
船
か
ら
は
信
牌
・
配
銅
証
文
・
人
名
帳
・
提
書
請
証
文
・
風
説
書

と
共
に
積
荷
目
録
の
提
出
が
さ
れ
た
。
即
日
の
内
に
こ
の
積
荷
目
録
は
長
崎
奉
行
所

先
述
し
た
如
く
、

で
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
写
し
を
糸
割
符
年
寄
が
五
ケ
所
会
所
へ
持
ち
渡
り
入
札
商
人
た

ち
に
写
し
取
ら
せ
た
。
翌
日
よ
り
丸
荷
役
(
荷
揚
げ
)
が
始
ま
り
、
(
図

1
参
照
)
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さ
ら
に
入
港
後
三
日
目
に
積
荷
の
品
目
・
数
量
を
確
認
す
る
精
荷
役
が
始
ま
っ
た
。

享
和
年
間
(
一
八

O
一
1
一
八

O
四
)
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
「
華
聾
交
易
明
細

記
」
に
は
、

(
朱
)

「
O
」
唐
船
商
貰
荷
物
手
本
取
之
事

一
端
物
手
本
取
之
事

是
者
精
荷
役
之
節
、
地
合
印
尺
幅
等
同
様
之
品
類
分
ケ
仕
、
上
中
下
仕
分
ケ
、

尤
印
尺
幅
品
違
等
ハ
番
立
致
、
手
本
取
分
ケ
、
尤
反
数
之
口
者
同
品
之
内
ニ

而
茂
少
々
宛
高
下
ハ
可
在
御
座
ニ
付
、
其
類
ハ
上
何
端
・
上
ノ
中
何
端
と
、

上
中
下
之
内
ニ
而
歩
割
を
以
取
分
ケ
候
耗

と
あ
り
、
精
荷
役
の
時
点
で
「
反
物
切
本
帳
」
に
貼
り
込
ま
れ
る
見
本
裂
が
「
取
分

ケ
」
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

長
崎
奉
行
が
積
荷
の
サ
ン
プ
ル
に
一
通
り
目
を
通
す
形
式
的
手
続
き
で
あ
る
大
改

(図
2
参
照
)
(
天
保
十
四
年
以
降
廃
止
)
が
終
わ
る
と
、
入
札
商
人
へ
の
荷
見
せ
が

始
ま
っ
た
。
荷
見
せ
は
原
則
と
し
て
新
地
蔵
元
で
お
こ
な
っ
た
が
、
反
物
に
つ
い
て

は
長
崎
会
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で
積
荷
の
元
値
段
を
決
め
る

値
組
が
お
こ
な
わ
れ
、
唐
人
の
荷
物
は
一
応
長
崎
会
所
の
手
に
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。

値
組
終
了
後
、
長
崎
会
所
の
元
方
会
所
に
商
品
売
捌
き
の
看
板
、
い
わ
ゆ
る
払
看
板

が
か
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
入
札
に
付
す
商
品
、
付
さ
ぬ
商
品
(
除
き
物
)
の
品
目
・

反
数
・
斤
数
、
落
札
代
銀
の
支
払
期
限
、
代
銀
の
納
入
場
所
、
支
払
金
銀
の
割
合
い

な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
商
人
は
そ
れ
を
写
し
取
っ
て
入
札
に
備
え
た
。
入
札
は
、

払
看
板
が
か
か
っ
た
翌
日
始
ま
っ
た
。
入
札
商
人
は
お
お
む
ね
数
家
で
組
み
合
っ
て

い
た
。
札
読
み
が
封
書
を
開
き
、
札
を
読
む
時
は
、
二
一
番
札
ま
で
は
札
読
み
の
上
役

の
者
が
品
名
・
札
主
名
・
入
値
を
読
ん
だ
。
そ
し
て
入
札
の
コ
一
番
札
ま
で
長
崎
会
所

に
保
管
さ
れ
た
。
入
札
終
了
翌
日
か
ら
新
地
蔵
元
で
落
札
商
人
へ
の
荷
渡
し
が
お
こ

な
わ
れ
、
反
物
は
い
ち
い
ち
反
数
・
巻
数
を
調
べ
て
渡
さ
れ
た
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
天
保
十
一
年
子
二
月
子
壱
番
割
亥
七
番
船
同
八

(
朱
)

番
船
端
物
切
本
帳
井
別
段
商
法
持
渡
切
本
・
別
段
責
端
物
切
本
弐
冊
之
内
「
外

破
船
分
壱
冊
有
之
」
」
(
一
冊
)
(
図

3
1
8
参
照
)
は
、
和
紙
、
仮
綴
に
し
て
縦

二
八
・
二
セ
ン
チ
、
横
二

0
・
一
・
セ
ン
チ
の
縦
帳
で
、
二
一
丁
(
表
紙
・
裏
表
紙
含
む
)
、

一
四
五
裂
か
ら
な
る
。
本
帳
は
天
保
十
一
年
(
一
八
四
O
)
二
月
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
表
題
に
「
子
壱
番
割
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
子
す
な
わ
ち
、
天
保
十
一

年
の
一
回
目
の
長
崎
会
所
と
商
人
と
の
取
引
に
か
け
ら
れ
た
「
亥
七
番
船
」
と
「
同

八
番
船
」
の
本
売
お
よ
び
「
別
段
商
法
持
渡
」
・
「
別
段
責
」
の
反
物
の
裂
を
貼
り
込

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
弐
冊
之
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
こ
の
「
反
物

切
本
帳
」
と
対
を
な
す
別
の
「
反
物
切
本
帳
」
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
亥
七
番
船
」
「
同
八
番
船
」
は
、
共
に
南
京
を
出
港
し
、
天
保
十
一
年
正
月

十
日
に
長
崎
に
入
津
し
た
唐
船
で
札
れ
o

ま
た
、
朱
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
「
破
船
」

と
は
、
南
京
出
港
の
「
野
母
難
船
」
で
天
保
十
一
年
正
月
二
十
五
日
に
長
崎
港
に
送

り
届
け
ら
れ
た
船
で
あ
(
れ
。
表
題
よ
り
こ
の
船
が
積
載
し
た
反
物
類
の
切
本
帳
が
他

に
一
冊
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
反
物
切
本
帳
」
は

そ
の
装
丁
と
各
裂
の
寸
法
な
ど
よ
り
、
輸
入
反
物
の
鑑
定
・
評
価
を
役
目
と
し
て
い

た
反
物
目
利
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
反
物
目
利
名

を
記
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
表
紙
左
下
の
部
分
が
破
り
取
ら
れ
て
お
り
そ
れ
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
(
図
3
参
照
)

0

本
史
料
は
、
先
述
し
た
取
引
過
程
を
ふ
ま
え
て
述
べ
れ
ば
、
精
荷
役
に
お
い
て
見

本
裂
が
取
ら
れ
「
子
壱
番
割
」
の
取
引
用
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
反
物

日
利
の
そ
の
後
の
仕
事
よ
り
考
え
て
、
こ
の
「
反
物
切
本
帳
」
は
具
体
的
に
は
、
ま

ず
値
組
す
な
わ
ち
価
格
評
価
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
次
に
、
大
改
下
調
べ
、
入
札

商
人
へ
の
荷
見
せ
、
新
地
蔵
元
で
の
荷
渡
し
の
際
に
現
物
と
照
合
す
る
た
め
に
使
用

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
他
の
「
反
物
切
本
帳
」
同
様
こ
の
「
反
物
切
本
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帳
」
も
そ
の
残
存
形
態
か
ら
し
て
後
年
の
参
考
と
し
て
作
成
・
保
管
す
る
意
味
合
い

も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
「
反
物
切
本
帳
」
に
は
先
述
の
如
く
一
四
五
枚
の
裂
が
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
右
上
に
各
裂
の
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称
と
各
名
称
に
対
す
る
裂
の

枚
数
を
一
覧
表
に
し
て
示
す
と
表
l
の
「
品
名
」
「
貼
付
枚
数
」
の
欄
の
よ
う
に
な
る
。

名
称
を
持
た
な
い
裂
(
毛
の
綾
織
)
が
一
枚
あ
る
が
、
そ
の
他
は
全
て
名
称
と
裂
が

一
致
し
て
い
る
。
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
三
六
冊
の
「
反
物
切
本

帳
」
は
「
色
呉
羅
服
連
に
わ
ず
か
に
絹
物
が
含
ま
れ
て
い
る
例
や
、
掲
山
の
名
称
が

一
定
し
て
い
な
い
点
を
除
け
ば
、
誤
り
ら
し
い
点
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
小
笠
原
小
枝
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
反
物
日
利
の
作
成
す
る
切
本
帳
は
非
常
に

正
確
な
も
の
で
あ
る
。

[国立歴史民俗博物館所蔵唐船反物切本帳について1......石田千尋

管
見
の
限
り
、
本
帳
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
反
物
の
取
引
に
関
わ
る
現
存
史
料
と

し
て
は
、
「
〔
端
物
集
〕
〔
天
保
十
一
年
〕
子
一
番
割
」
(
杏
雨
量
百
屋
所
蔵
)
と
「
天
保

十
一
子
壱
番
割
切
手
本
帳
」
(
杏
雨
書
屋
所
蔵
)
(
図
9
・
叩
参
照
)
の
二
冊
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
「
〔
端
物
集
〕
〔
天
保
十
一
年
〕
子
一
番
割
」
は
、
五
ケ

所
商
人
で
あ
る
札
却
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o

唐
船
輸
入
反
物
は
唐
人

と
長
崎
会
所
と
の
問
で
値
組
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
、
唐
人
側
か
ら
日
本
側
に
販
売
さ

れ
る
。
こ
の
後
、
長
崎
会
所
と
商
人
と
の
間
で
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
取
引
前
の
荷
見
せ
の
際
に
商
人
が
輸
入
反
物
類
に
限
定
し
て
作
成
を
開
始
し
た

も
の
が
「
端
物
集
」
で
あ
る
。
こ
の
荷
見
せ
の
時
点
で
、
「
端
物
集
」
に
は
取
引
さ

れ
る
商
品
名
と
数
量
、
長
崎
会
所
買
入
価
格
、
品
物
の
寸
法
・
特
色
な
ど
が
記
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
長
崎
会
所
と
商
人
と
の
取
引
に
お
い
て
入
札
が

お
こ
な
わ
れ
、
入
札
上
位
三
一
番
札
ま
で
の
価
格
と
商
人
名
が
こ
の
「
端
物
集
」
に
記

入
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
端
物
集
」
に
よ
っ
て
、
各
反
物
の
会
所
買
入
価

格
と
商
人
の
内
の
誰
が
、
ど
の
反
物
を
い
く
ら
で
入
札
・
落
札
し
た
か
知
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

後
者
の
「
天
保
十
一
子
壱
番
割

切
手
本
帳
」
も
同
じ
く
五
ケ
所
商
人
で
あ
る
村

上
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
ま
ず
、
反
物
日
利
に
よ
っ
て

精
荷
役
の
際
に
切
り
取
ら
れ
た
反
物
の
見
本
裂
の
一
部
が
帳
面
に
貼
付
け
ら
れ
、
商

人
へ
の
荷
見
せ
が
終
了
す
る
ま
で
に
、
反
物
名
と
取
引
反
数
、
長
崎
会
所
買
入
価
格
、

反
物
の
寸
法
・
特
色
な
ど
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
入
札
に
お

い
て
入
札
上
位
三
番
札
ま
で
の
価
格
と
商
人
名
が
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
見
本

裂
は
反
物
目
利
作
成
の
「
反
物
切
本
帳
」
の
も
の
に
比
べ
て
小
さ
い
が
、
反
物
日
利

作
成
の
「
反
物
切
本
帳
」
と
「
端
物
集
」
を
合
わ
せ
た
取
引
史
料
と
し
て
価
値
の
高

い
も
の
と
い
え
る
。

右
の
二
史
料
と
「
反
物
切
本
帳
」
と
の
照
合
に
よ
り
、
各
貼
付
裂
の
取
引
反
数
・

日
本
側
(
長
崎
会
所
)
買
入
価
格
・
商
人
落
札
価
格
・
落
札
商
人
名
等
を
解
明
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
表
に
示
す
と
表
1
の
如
く
に
な
る
(
次
章
で
は
表
ー
に
も
と

づ
い
て
各
反
物
の
取
引
に
つ
い
て
考
察
す
る
)
。
ま
た
、
同
時
に
史
料
の
照
合
に
よ

り
、
「
反
物
切
本
帳
」
に
は
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
唐
船
亥
七
番
船
・
八
番
船
輸
入
の

反
物
類
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
表
に
一
不
す
と
表
2
の
如
く
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
反
物
切
本
帳
」
は
、
天
保

十
一
年
に
長
崎
港
に
入
津
し
た
唐
船
亥
七
・
八
番
船
輸
入
の
反
物
類
を
、
全
て
で
は

な
い
に
し
ろ
名
称
と
共
に
そ
の
現
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
価
値
の
高
い
実
物

史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四

こ
こ
で
は
、
前
章
に
お
い
て
紹
介
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
反
物
切

本
帳
」
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
裂
の
種
類
や
特
質
、
原
産
地
、
さ
ら
に
日
本
に
お
い

て
ど
れ
く
ら
い
の
価
格
で
取
引
さ
れ
た
か
等
、
毛
織
物
・
絹
織
物
・
綿
織
物
・
交
織

の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
上
げ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

室主
諺揚

(
日
)

羅
紗
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の

E
E
の
転
じ
た
語
。
近
世
の
初
頭
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
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ロロロ 名

亥七番船

紅大羅紗

青茶色同

薄萌黄色同

黄同

黒同

桃色同

鳶色同

花色同

結梗色同

紫鳶色同

壱番青茶色スタメン

同

同

同

弐番同巾狭

干才茶色呉羅服連

赤鳶色同

紅藤色同

青茶色同

花色同

同

紫色同

同

紅へるへとわん

黄同

白同

壱番青茶色同

同

同

弐番青茶色同

同

壱番績色兎羅綿

同

同

幅庚上白金巾

幅庚花色金巾

同

色絹紬

上絹紬

同

同

同

〆

表1 国立歴史民俗博物館所蔵(天保十一年)f反物切本帳」裂名称・貼付枚数

国立歴史民俗博物館研究報告

第 136集 2007年3月

および取引史料よりみた各取引反数・会所買入価格・落札価格・落札商人名

貼付枚数 取引反数 会所買入価格(銀高) 落札価格(銀高) 落札商人

I l端 91匁5分/問 169匁 /問 山本ヤ

4端 94匁5分/閑 159匁 1分/間 川内ヤ

I 2反 81匁5分/問 141匁 /間 升ヤ

l I端 81匁5分/問 137匁2分/間 高田ヤ

5端 81匁5分/問 155匁 /間 升ヤ

(2間2合 5勺家中)

l I端 81匁5分/間 129匁8分/間 升ヤ

1 l端 81匁5分/間 144匁9分/関 村藤

I l端 81匁5分/問 138匁 /間 祈ヤ

1端 81匁5分/間 131匁8分/間 松本ヤ

1 2端 81匁5分/間 135匁3分/間 村藤

1 23端 42匁3分/問 150匁 /問 升ヤ

1 

l 1端 38匁 /間 135匁 /問 ヱサキ

I端 21匁 /関 93匁 /閥 安田ヤ

1 l端 23匁 /問 53匁9分/問 升屋

l 5端 23匁 /間 67匁 l分/問 村藤

3 15端 26匁 /間 58匁9分/間 升ヤ

I 2端 23匁 /間 70匁 /間 山中

l 
3端ト2切 23匁 /閑 59匁9分4厘/問 安田ヤ

1 

l 5端 172匁 /反 568匁 /反 升ヤ

5端 167匁 /反 392匁4分/反 村太

1 5端 135匁 /反 383匁 /反 ヱサキ

l 142端 (10反囲) l7l匁2分(10反)/反 448匁 /反 山本ヤ

160匁(過上)/反

1 

1 
12端 152匁 /反 425匁 /反 ふじヤ

鼠色 I 45匁 /反 128匁7分/問 ノ口ヤ

i農鼠色 1 

赤 I 14端 33匁 /反 135匁 5分/間 江由奇

紫色

同 I 

青茶色 I 

黄

黄柄茶色

2 40端 86匁5分/反 291匁 I分/反 大鳥ヤ

1 160反 31匁 /反 96匁3分/反 村藤・村太・松本ヤ

l 
濃鼠色 4 154反 27匁 /反 64匁6分/反 大鳥屋

(12反家中)

l 33端 27匁5分/反 65匁 l分/反 ふじヤ

l 
l 

l 
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口口日 名 貼付枚数 取引反数 会所買入価格(銀高) 落札価格(銀高) 落札商人

別段商法持渡

幅庚如i原黒嬬子 l J 20反 何家中) 銀札280匁/反 449匁6分/反 中の
同 l 
如源黒緒子 I J 191反(同家中) 銀札280匁/反 424匁 /反 山本ヤ
同 1 
黒緒子 l 10端 銀札 250匁/反 338匁 /反 ノ口ヤ
同 1 
花色へるへとわん 3端 132匁5分(本方へ組入l/反 436匁 /反 高田ヤ

い黒同 1 255反 銀札 255匁/反 431匁 /反 村藤
い同 l 
ろ同 l 5端 銀札235匁/反 309匁3分/反 ノ口ヤ
ろ同 I 

上絹紬 4 241端 (36反家中) 30匁7分(本方へ組入)/反 71匁4分/反 大坂ヤ
〆

同七番船別段責

新織弁柄鴬 < 35反> < > < > く>
同 1 
同 1 
同 l 
同 1 
色紋綿紬紅 1 < 10反> < > < 12匁9分/反> <ヱサキ〉

花色 l 
萌黄色 1 
茶色 1 
桔梗色 l 

壱番白木綿 l < 31反> < > <7匁6分/反> <山本屋>
壱番形附木綿 I < 1反> < > < 28匁6分/反> <山本〉
(裂)※ l

〆

同八番船

紅大羅紗 1 2端 91匁5分/問 170匁 /問 ヱサキ
黄同 1 2反 81匁5分/問 136匁5分/問 名古ヤ
青茶色向 l j4端 (1間5合家中) 94匁 5分/閥 160匁 /間 ヱサキ
同 I 
萌黄色同 1 l端 81匁5分/間 145匁 /問 r工崎
;需色同 l 1端 (1間5合家中) 81匁5分/関 146匁 /間 ヱサキ
桃色同 1 1端 81匁5分/間 130匁 1分/問 大坂ヤ
黒同 1 3端 81匁5分/問 165匁 l分/問 江崎
壱香花色同 l 1端 81匁5分/間 137匁8分/関 冨ヤ
弐香花色同 1 1端 81匁 5分/問 152匁 /問 名古ヤ
茶鼠色同 1 1端 81匁 5分/関 141匁 3分/問 村太
鼠色同 1 1端 81匁5分/問 128匁 l分/間 村太
薄萌黄色同 1 1端 (1問7合家中) 81匁5分/間 141匁 /間 ヱサキ
青茶色スタメン l 3端 44匁 /問 165匁 /問 松本屋
同 1 
壱番紅呉羅服連 l 1端 24匁 /間 63匁6分/間 安田ヤ
弐香同 1 2端 22匁 5分/問 50匁 /問 大鳥ヤ
黄同 1 1端 20匁7分/関 53匁7分/問 安田ヤ
赤鳶色同 1 I端 23匁 /問 53匁2分/問 升ヤ
浅黄色同 1端 (4問3合家中) 23匁 /閑 100匁 /関 安田ヤ
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ロロ日 名 貼付枚数 取引反数 会所買入価格(銀高) 落札価格(銀高) 落札商人

桃色同 1端 23匁 /間 58匁2分/問 村藤

桔梗色同 1 4端 20匁7分/問 50匁8分/問 大鳥ヤ
同 1 
紫色同 23匁 /問 59匁6分/問 村藤

同 1 (2問2合5勺家中)
同

黒同 3端 22匁 /問 72匁 1分/問 河内ヤ
同 I 
壱香花色同 l 23匁 /間 67匁9分/間 中の
同 l (26間4合家中)
同 1 
同 l 
弐番花色同 l 13端 20匁7分/間 33匁9分/問 升ヤ
同 1 
同 1 
壱番1農桔梗色同 2端 23匁 /間 56匁3分/間 入来ヤ
同 1 
弐番同 1 3端 20匁7分/間 33匁9分/間 升ヤ
同

黒鳶色同 l反 20匁7分/問 32匁8分/間 安田ヤ
濃花色同 1 2端 (1反家中) 20匁7分/問 33匁 /間 升ヤ
紅へるへとわん 1端 172匁 /反 586匁 /反 長岡
黄同 l端 167匁 /反 398匁I分/反 江サキ
青茶色同 I 5端 165匁7分5厘/反 451匁 /反 永見ヤ
同 l 
花色阿 12反 132匁5分/反 436匁3分/反 村藤

同 I 
い黒へるへとわん 2 5端 135匁 /反 471匁 /反 長岡
ろ同 1端 122匁5分/反 418匁 /反 ノロヤ
幅底上白金巾 56反 86匁5分/反 290匁 /反 村藤

同 I 
同 I 

御請持波
大紅縮綿 1 〔不記〕 〔不記〕 〔不記〕 〔不記〕

〆

同八番船別段責
黒羊毛織 I < 26反> < > < 39匁 > <大鳥ヤ>
形附嶋金巾 2 くい 5切> く > < 45匁3分> <山田>

(3切家中)
くろ 8切> < > < 25匁 > <ヱサキ>
(1切家中)

い蝋引更紗 1 <3反> < > < > < - > 
同
ろ同 <7切> < > < > <一>
同 1 
同 I 
同 l 
壱番形附木綿 <1反> < > < > <一>

」

註 ・※ 1には名称を持たない裂(毛の綾織)が貼り付けられている。

出典 ・品名・貼付枚数の欄は「天保十一年子二月 子壱番割 亥七番船同八番船端物切本帳井別段商法持渡切本・別段

責端物切本 弐冊之内「外破船分壱冊有之JJ (国立歴史民俗博物館所蔵)。

-取引反数・会所買入価格・落札価格・落札商人の欄は、「天保十一子壱番割 切手本帳J(杏雨書屋所蔵)。

なお、< >内は、 i(端物集)(天保十一年〕子一番割J(杏雨書屋所蔵)。
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表2 国立歴史民俗博物館所蔵(天保十一年H反物切本帳jに掲載されていない
天保十一年子壱番割の亥七番船・八番船の反物類

口口口 名 取引反数 口i:I口 名 取引反数

亥七番船 亥八番船

壱番績白兎呂綿 150端 壱番績白兎呂綿 125反

買t番同 6端 責t番同 5反

混入上けん中 26端 絹紬 464反

壱番けん中 72端 壱番毛せん 1.8ω枚

武番同 380端 武番同 600枚

カアサ地尺長さらさ 34端 碁盤同 102枚

もうせん 2，400枚 績碁盤向 130枚

碁はん同 230枚 花毛せん 15枚

色小毛せん 20枚 屑紛糸 3俵 (250斤 5合)

屑紛糸 12俵(1，116斤) 小幅色毛セン 4枚

尺長上皿紗 14端

一番金笹縁リ 6丈3尺 亥八番船別段

二番金笹縁リ 2丈6尺 幅康如i原黒続子 2反

三番金笹縁リ 2丈6尺 如j原黒緒子 4端

四番金笹縁リ 2丈6尺 幅康黒儒子 20反

黒嬬子 64端

亥七番船別段 白畦布 l反

二番紅布 30反 一番かふり皿紗 9切

赤大もうせん 5枚 三番かふり皿紗 84切

花毛せん 4枚 花毛せん 20枚

保呂 2枚 一番綿丹通 1，800切

一番綿丹通 158切 三番綿丹通 9切

二番綿丹通 50切 三番綿丹通 87切

二番形付木綿 452反 三番形付木綿 30反

一番嶋木綿 1，374反 一番嶋木綿 1，146反

三番嶋木綿 15反 二番嶋木綿 82反

白畝木綿 13反 白木綿 50反

三番白木綿 73反 白羊毛織 80反

白羊毛織 90反 綿 5，400斤

綿 2却O斤 (90丸)

(32丸)

出典 ・「天保十一子壱番割切手本帳J. I (端物集)(天保十一年〕子一番割J(杏雨書屋所蔵)。
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が
持
ち
渡
っ
た

E
E
を
ラ
シ
ャ
と
呼
ん
だ
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
羊
毛
で
地
が

厚
く
、
織
(
平
織
)
の
組
織
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
毛
羽
立
た
せ
た
毛
織
物
(
図
4
参

照
)
。
原
産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
へ
ン
ド
リ
ツ
ク
・
ド
ゥ

l

フロ
g門
戸
門
野
口
定
時
は
、
「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
」
の
一
八

O
九
年
(
文
化
六
)

九
月
十
八
日
の
条
で
、

年
番
通
詞
が
私
の
と
こ
ろ
に
来
た
。
そ
し
て
私
に
、
奉
行
の
命
令
に
お
い
て
、

中
国
人
た
ち
が
今
年
運
ん
で
来
た
毛
織
物
の
見
本
を
〔
見
せ
た
〕
。
そ
れ
は
た

し
か
に
し
な
や
か
さ
と
質
の
良
さ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
も
の
を
し
の
い
で
い

た
。
奉
行
は
私
に
、
中
国
人
た
ち
は
誰
か
ら
こ
の
大
羅
紗
を
入
手
し
た
の
か
と

尋
ね
さ
せ
た
。
彼
ら
は
恐
ら
く
そ
れ
を
広
東
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
人
よ
り
買
い

(
辺
)

求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
と
答
え
た
。

と
記
し
て
い
る
こ
と
や
、

一
八
一
一
年
(
文
化
八
)
十
一
月
二
十
四
日
の
条
で
、

会
所
に
は
、
中
国
人
に
よ
る
輸
入
品
は
、
胡
淑
一

O
カ
テ
ィ

l
と
イ
判
明
リ
ス
産

吋
刻
ぺ
剖
刻
刈
二
反
以
上
の
残
り
が
な
い
た
め
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
丸
山
町
o

(
傍
線
は
筆
者
が
記
し
た
)
と
記
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
唐
船
輸
入
の
毛
織
物

は
イ
ギ
リ
ス
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
黒
・
鳶
・
桔
梗
・
青
茶
・
青
・
鼠
・
茶
・

黄
色
等
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
も
の
が
あ
る
が
、
緋
色
の
大
羅
紗
は
特
に
狸
々
緋
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
反
物
切
本
帳
」
で
は
「
紅
大

羅
紗
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
)
狸
々
緋
は
サ
ボ
テ
ン
の
寄
生
虫
で
あ
る
コ
チ
ニ

l

Yレ

(
え
ん
じ
虫
)

一
ポ
ン
ド
の

の
雌
を
乾
燥
粉
末
に
し
て
染
色
し
た
も
の
で
あ
り
、

(
凶
)

染
料
を
得
る
の
に
約
七
万
匹
の
コ
チ
ニ

l
ル
が
必
要
と
さ
れ
た
。
大
羅
紗
の
「
大
」

と
は
小
羅
紗
の
「
小
」
に
対
す
る
語
で
丈
の
長
い
こ
と
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
大
羅
紗
と
小
羅
紗
の
典
型
的
な
違
い
は
織
に
あ
り
、
大
羅
紗
は
平
織
で
あ
る
が
、

小
羅
紗
は
経
糸
二
本
ご
と
に
緯
糸
を
通
し
た
三
枚
綾
織
で
あ
る
。
な
お
、
小
羅
紗
は

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
「
反
物
切
本
帳
」
に
は
な
い
。

表
1
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
大
羅
紗
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)
に
一
聞
に
付
、

銀
八
一
匁
五
分
1
九
四
匁
五
分
(
以
下
、
本
稿
で
は
価
格
単
位
の
「
銀
」
表
記
は
省

略
す
る
)
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で
入
札
に
掛
け
ら
れ
、

匁
一
分
1
一
七
O
匁
で
日
本
商
人
(
五
ヶ
所
商
人
)
に
購
入
さ
れ
て
い
る
。

/¥、

ス
タ
メ
ン

ス
タ
メ
ン
は
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
品
目
の
名
称
∞
Z
B
E
(古
口
)
の
音
訳
で
あ
る
。

∞
Z
B
E
は
ラ
テ
ン
語
の
∞
S
5
2
(
経
糸
)

に
由
来
す
る
語
で
あ
る
。
ま
た
、

∞E
5
H
(
E
Zロ
)
は
別
名
目
。
E
S
W
(漉
布
)
と
呼
ば
礼
的
。
羅
紗
に
比
べ
て
薄
手
で

毛
足
が
短
く
や
や
粗
い
平
織
の
毛
織
物
(
図
5
参
照
)
。
原
産
地
は
イ
ギ
リ
ス
の
可

能
性
が
高
い
。

表
1
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
ス
タ
メ
ン
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)
に
一
聞
に

付
、
三
八
匁
1
四
四
匁
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で
入
札
に
掛
け
ら

れ
二
三
五
匁
1
一
六
五
匁
で
日
本
商
人
(
五
ケ
所
商
人
)
に
購
入
さ
れ
て
い
る
。

呉
羅
服
連

呉
羅
服
連
は
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
品
目
の
名
称
唱
え
m
R
E
の
音
訳
で
あ
る
。
唱
え

は
「
粗
い
」
、

m
B
E
は
「
表
面
の
ざ
ら
つ
い
た
」
と
い
う
意
。
経
緯
の
糸
込
み
が

二
二
本
前
後
(
一
セ
ン
チ
間
)

の
か
な
り
均
一
な
平
織
の
起
毛
の
な
い
毛
織
物
(
図

5
参
照
)
。
原
産
地
は
イ
ギ
リ
ス
の
可
能
性
が
高
い
。

表
l
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
呉
羅
服
連
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)
に
一
間
に
付
、

二
O
匁
七
分
1
二
六
匁
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で
入
札
に
掛
け
ら

れ
、
二
一
二
匁
八
分
1
一
O
O
匁
で
日
本
商
人
(
五
ヶ
所
商
人
)
に
購
入
さ
れ
て
い
る
。

へ
る
へ
と
わ
ん

へ
る
へ
と
わ
ん
は
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
品
目
の
名
称
宮

G
E
E
E
の
音
訳
で
あ
る
。

同)巾召

2
5
g
は
字
義
上
は
「
永
久
の
」
の
意
。
も
と
も
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
生
ま
れ

た
織
物
。
ぎ
つ
く
り
と
し
た
綾
目
で
粗
い
起
毛
の
毛
織
物
。
原
産
地
は
イ
ギ
リ
ス
の
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可
能
性
が
高
い
。

表
1
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
へ
る
へ
と
わ
ん
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)
に
一

一
二
二
匁
五
分
1
二
五
五
匁
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で

反
に
付
、

入
札
に
掛
け
ら
れ
、
ゴ
一

O
九
匁
三
分
1
五
八
六
匁
で
日
本
商
人
(
五
ケ
所
商
人
)
に

購
入
さ
れ
て
い
る
。

兎
羅
綿

ル
〕
九
ノ

兎
羅
と
は
党
語
の

Z
E
の
音
訳
で
、
綿
花
の
意
。
も
と
も
と
は
綿
糸
に
ウ
サ
ギ

の
毛
を
ま
じ
え
て
織
っ
た

i
m
o
「
反
物
切
本
帳
」
の
裂
は
、

へ
る
へ
と
わ
ん
に
比

べ
て
起
毛
が
少
な
く
糸
は
細
い
が
、
あ
ま
り
密
で
は
な
い
綾
織
の
毛
織
物
(
図
6
参

照
)
o

な
お
、
「
績
」
と
は
二
反
つ
づ
き
の
意
で
あ
る
。

表
1
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
壱
番
績
色
兎
羅
綿
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)
に

一
反
に
付
、
コ
一
三
匁
1
四
五
匁
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で
入
札
に

掛
け
ら
れ
、

一
一
一
八
匁
七
分
1
一
三
五
匁
五
分
で
日
本
商
人
(
五
ケ
所
商
人
)
に
購

入
さ
れ
て
い
る
。

[国立歴史民俗博物館所蔵唐船反物切本帳についてl......石田干尋

羊
毛
織

粗
い
綾
目
で
輪
奈
織
を
毛
切
れ
に
し
た
毛
織
物
。

表
1
に
示
し
た
如
く
、
「
羊
毛
織
」
は
コ
一
九
匁
で
日
本
商
人
(
五
ヶ
所
商
人
)
に
購

入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
一
聞
か
一
反
か
は
未
詳
で
あ
る
。

〈
絹
織
物
〉

絹
紬サ

ク
蚕
糸
を
使
用
し
た
薄
地
の
平
織
物
。
各
種
の
色
物
が
あ
る
が
、

一
般
に
鈍
い

色
合
い
の
も
の
が
多
い

(図
7
参
照
)
0

表
1
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
色
絹
紬
」
「
上
絹
紬
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)

に
一
反
に
付
、
二
七
匁
1
コ一

O
匁
七
分
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で

入
札
に
掛
け
ら
れ
、
六
四
匁
六
分
1
七
一
匁
四
分
で
日
本
商
人
(
五
ヶ
所
商
人
)
に

購
入
さ
れ
て
い
る
。

嬬
子嬬

子
は
経
糸
と
緯
糸
の
交
錯
点
を
一
定
の
間
隔
に
配
置
し
た
経
糸
ま
た
は
緯
糸
の

浮
き
が
多
い
組
織
。
表
面
は
平
滑
で
強
い
光
沢
を
も
っ
。
経
緯
糸
に
本
絹
の
練
糸
を

使
用
し
た
も
の
を
本
嬬
子
と
い
い
、
そ
の
他
糸
の
種
類
に
よ
っ
て
、
綿
編
子
、
毛
嬬
子
、

嬬
子
羽
二
重
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
。
「
反
物
切
本
帳
」
の
裂
は
絹
の
嬬
子
。

原
産
地
は
中
国
。
な
お
、
「
幅
贋
」
と
は
通
常
の
反
物
の
幅
よ
り
広
い
こ
と
を
意
味

す
る
。表

1
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
幅
麿
嬬
子
」
「
嬬
子
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)

に
一
反
に
付
、
二
五

O
匁
1
二
八

O
匁
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で

入
札
に
掛
け
ら
れ
、
コ
一
三
八
匁
1
四
四
九
匁
六
分
で
日
本
商
人
(
五
ヶ
所
商
人
)
に

購
入
さ
れ
て
い
る
。

縮
綿経

糸
に
撚
り
の
な
い
生
糸
、
緯
糸
に
右
撚
り
と
左
撚
り
の
強
撚
糸
を
交
互
に
使
っ

て
平
織
に
し
、
布
面
に
細
か
な
敏
を
出
し
た
絹
織
物
。
原
産
地
は
中
国
。

取
引
史
料
に
こ
の
反
物
に
つ
い
て
は
、
名
称
を
は
じ
め
と
し
て
一
切
記
さ
れ
て
い

ご、‘。

#
h
E
L
 

〈
綿
織
物
〉

金
巾

(

刊

日

)

金
巾
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

25ρ
巳
B
の
音
訳
で
あ
る
。
下
記
の
木
綿
よ
り
も
経
緯

の
糸
込
み
が
密
で
、
布
面
の
平
滑
な
光
沢
の
あ
る
平
織
の
綿
布
。
よ
く
晒
し
た
平
織

の
白
生
地
「
白
金
巾
」
と
、
後
染
し
た
色
物
「
花
色
金
巾
」
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
(
図

6
参
照
)
。
ま
た
、
金
巾
に
捺
染
で
縞
模
様
を
施
し
た
も
の
を
「
形
附
嶋
金
巾
」
と

称
し
て
い
る
。
原
産
地
は
中
因
。

表
1
に
示
し
た
如
く
、
唐
側
は
「
幅
贋
上
白
金
巾
」
を
日
本
(
長
崎
会
所
)
に
一

反
に
付
、
八
六
匁
五
分
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
崎
会
所
で
入
札
に
掛
け
ら
れ
、

二
九

O
匁
1
二
九
一
匁
一
分
で
日
本
商
人
(
五
ケ
所
商
人
)
に
購
入
さ
れ
て
い
る
。
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木
綿未

晒
し
で
厚
手
の
平
織
綿
布
。
金
巾
に
比
べ
て
経
緯
の
糸
込
み
が
粗
い
。
ま
た
、

木
綿
地
に
捺
染
で
文
様
を
施
し
た
も
の
を
「
形
附
木
綿
」
と
称
し
て
い
る

(図
8
参

照
)
。
原
産
地
は
中
因
。

表
1
に
示
し
た
如
く
、
「
壱
番
白
木
綿
」
は
一
反
に
付
、
七
匁
六
分
、
「
壱
番
形
附

木
綿
」
は
一
反
に
付
、
二
八
匁
六
分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
商
人
(
五
ヶ
所
商
人
)
に

購
入
さ
れ
て
い
る
。

更
紗更

紗
は
綿
布
を
花
鳥
・
人
物
・
幾
何
学
文
様
等
、
種
々
様
々
な
模
様
に
染
め
わ
け

た
も
の
。
更
紗
は
本
来
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
染
織
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
技
法
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
更
紗
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
更
紗
)
が
あ
る
。

こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
更
紗
に
は
イ
ン
ド
更
紗
と
は
違
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
意
匠
に

よ
っ
て
ア
リ
ザ
リ
ン
レ
ッ
ド
や
ク
ロ
ム
イ
エ
ロ
ー
の
よ
う
な
あ
ざ
や
か
な
色
彩
を
用

い
た
花
柄
や
幾
何
学
文
様
等
の
あ
で
や
か
な
プ
リ
ン
ト
更
紗
と
、
意
匠
に
お
い
て
イ

ン
ド
更
紗
を
模
倣
し
た
単
色
や
二
色
の
プ
リ
ン
ト
更
紗
が
あ
(
出
。
「
反
物
切
本
帳
」

の
更
紗
は
、
全
て
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
更
紗
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
側
商

品
名
の
「
蝋
引
」
と
は
、
蝋
防
染
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
跡
の
蝋
が
残
っ
て
い
る
こ

と
よ
り
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

取
引
に
関
し
て
は
、
取
引
史
料
に
商
品
名
・
反
数
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
取
引
価

格
・
落
札
商
人
の
記
事
は
な
い
。

〈
交
織
〉

弁
柄
罵

「
弁
柄
罵
」
は
経
に
絹
糸
を
用
い
た
縞
柄
の
綿
糸
と
絹
糸
の
交
織
で
あ
る

(図

7

参
照
)
。
な
お
「
新
織
」
と
は
従
来
輸
入
さ
れ
た
も
の
と
は
違
う
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の

染
織
を
意
味
す
る
。

取
引
に
関
し
て
は
、

取
引
史
料
に
商
品
名
・
反
数
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、

取
引
価

格
・
落
札
商
人
の
記
事
は
な
い
。

紋
綿
紬

経
糸
に
撚
り
の
な
い
生
糸
、
緯
糸
に
綿
糸
を
用
い
、
平
織
の
地
に
四
枚
綾
で
文
様

を
織
り
出
し
た
交
織
(
図
8
参
照
)
。
原
産
地
は
中
因
。

表
l
に
示
し
た
如
く
、
「
紋
綿
紬
」
は
一
反
に
付
、
二
一
匁
九
分
で
、
日
本
商
人
(
五
ケ

所
商
人
)
に
購
入
さ
れ
て
い
る
。

五

本
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
天
保
十
一
年
子
二
月

子
壱
番
割
亥
七
番
船
同
八
番
船
端
物
切
本
帳
井
別
段
商
法
持
渡
切
本
・
別
段
責
端

(
朱
)

物
切
本
弐
冊
之
内
「
外
破
船
分
壱
冊
有
之
」
」
(
一
冊
)
は
、
長
崎
貿
易
(
唐
船

貿
易
)
に
お
い
て
、
実
際
の
取
引
の
中
で
作
成
さ
れ
た
原
史
料
で
あ
り
、
反
物
日
利

が
輸
入
反
物
を
鑑
定
し
た
後
、
後
の
価
格
評
価
・
覚
え
の
た
め
に
作
成
し
た
「
手
本

帳
」
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
作
成
年
月
を
明
記
の
上
、
現
物
と
し

て
の
裂
と
名
称
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
非
常
に

高
い
と
い
え
よ
う
。

本
史
料
は
、
近
世
に
も
た
ら
さ
れ
た
反
物
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
一
九
世
紀
前
半
に
唐
船
が
日
本
に
輸
入
し
た
外
来
の
染
織
を
明
ら
か
に
す
る
掛

け
替
え
の
な
い
実
証
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註(
1
)

「
反
物
切
本
帳
」
を
あ
つ
か
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
小
笠
原
小
枝
・
石
田
千
尋
「
紅
毛
船
・

唐
船
・
琉
球
産
物
端
物
切
本
帳
に
つ
い
て
」
(
『
冨
百
出
弓
丘
四
五
六
、
平
成
元
年
)
の
他
、

拙
稿
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
唐
船
舶
載
反
物
切
本
帳
に
つ
い
て
」
(
「
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
平
成
一

O
年
)
・
「
近
世
日
本
と
国
際
的
商
品
流
通
の
展
開
1
嘉
永
二

年
、
長
崎
貿
易
に
お
け
る
染
織
輸
入
|
」
(
箭
内
健
次
編
『
国
際
社
会
の
形
成
と
近
世
日
本
』
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一

O
年
)
・
「
長
崎
貿
易
に
お
け
る
染
織
輸
入
|
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)

を
中
心
と
し
て
|
」
(
『
一
滴
』
第
七
号
、
平
成
一
一
年
)
・
「
十
八
世
紀
の
蘭
船
毛
織
物
輸
入
と

切
本
『
従
享
保
一
一
酉
年
至
寛
政
七
卯
年
紅
毛
持
渡
小
羅
紗
類
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
|
」

(
「
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
三
八
号
第
四
部
、
平
成
一
一
一
一
年
)
・
拙
著
『
日
蘭
貿
易
の
史
的
研
究
』
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(
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
六
年
)
等
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

(2)

本
史
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
既
に
奥
村
高
亀
子
氏
に
よ
っ
て
「
渡
来
裂
の
軌
跡
|
と
ろ
め

ん
の
場
合
|
」
(
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
間
環
境
学
・
農
学
』
第
四
九
号
、
平
成
九
年
)

に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
写
真
掲
載
に
よ
る
「
と
ろ
め
ん
」
に
つ
い
て
の
み

で
あ
り
、
本
史
料
に
関
す
る
書
誌
的
考
察
は
ま
だ
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

(
3
)

「
華
蛍
交
易
明
細
記
」
(
「
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
四
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四

O
年
)
一
一
一
九
一

ー
一
一
一
九
二
頁
参
照
。

(
4
)

唐
船
貿
易
の
取
引
過
程
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
山
脇
悌
一
一
郎
『
長
崎
の
唐
人
貿
易
』
(
吉
川

弘
文
館
、
昭
和
四
七
年
)
二
九
七

1
三
O
九
頁
を
参
照
し
、
中
村
質
「
近
世
長
崎
貿
易
史
の
研

究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
コ
一
年
)
四
六
一

1
四
六
三
一
頁
で
補
っ
た
。

(
5
)

大
庭
惰
編
『
唐
船
進
港
回
棒
録
・
島
原
本
唐
人
風
説
書
・
割
符
留
帳
』
(
関
西
大
学
東
西
学

術
研
究
所
、
昭
和
四
九
年
)
一
四
頁
参
照
。
な
お
、
天
保
十
年
(
亥
)
あ
っ
か
い
の
他
の
長
崎

入
津
唐
船
の
番
立
と
入
港
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
番
船
(
寧
波
)
天
保
十
年
六
月
二
十
五
日

二
番
船
(
南
京
)
天
保
十
年
六
月
二
十
五
日

三
一
番
船
(
南
京
)
天
保
十
年
六
月
二
十
五
日

四
番
船
(
寧
波
)
天
保
十
年
六
月
二
十
六
日

五
番
船
(
南
京
)
天
保
十
年
一
二
月
一
一
十
八
日

六
番
船
(
寧
波
)
天
保
十
一
年
正
月
八
日

野
母
難
船
(
南
京
)
天
保
十
一
年
正
月
二
十
五
日
送
り
届

(
6
)
(
5
)
参
照
。

(
7
)

な
お
、
天
保
十
一
年
の
「
子
壱
番
割
」
は
「
〔
端
物
集
〕
〔
天
保
十
一
年
〕
子
一
番
割
」
(
杏

雨
書
屋
所
蔵
)
に
よ
る
と
次
の
取
引
名
目
と
商
品
桁
数
で
あ
っ
た
。

亥

五

番

船

本

責

八

十

壱

桁

同

六

番

船

同

断

八

十

八

桁

同

七

番

船

同

断

八

十

六

桁

同

八

番

船

同

断

八

十

壱

桁

亥

五

番

船

別

段

責

百

五

拾

六

桁

同

六

番

船

同

断

百

七

十

桁

同

七

番

船

同

断

百

十

七

桁

同

八

番

船

同

断

百

廿

六

桁

野

母

難

舟

本

責

荷

物

六

十

九

桁

亥
七
番
舟
本
責
荷
物
追
組
入
コ
一
桁

同

五

番

舟

追

御

買

上

一

桁

同

六

番

舟

同

断

七

桁

同

七

番

舟

同

断

十

桁

[国立歴史民俗博物館所蔵唐船反物切本帳について]

四
桁

十
四
桁

廿
四
桁

廿
一
桁

〆
千
五
十
八
桁

ま
た
、
こ
の
天
保
十
一
年
の
一
番
割
の
本
賓
の
入
札
は
、
二
月
二
十
九
日
よ
り
三
月
十
日
ま
で

お
こ
な
わ
れ
、
別
段
買
の
入
札
は
、
一
一
一
月
十
三
日
よ
り
十
五
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

(
8
)

拙
著
「
日
蘭
貿
易
の
史
的
研
究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
六
年
)
一
一

O
頁
参
照
。

(
9
)

小
笠
原
小
枝
・
石
田
千
尋
「
紅
毛
船
・
唐
船
・
琉
球
産
物
端
物
切
本
帳
に
つ
い
て
」

(
「
ζ
d
ω
何
回
』
ζ
』
四
五
六
、
平
成
一
元
年
)
一
七
頁
参
照
。

(ω)
村
上
家
は
、
江
戸
時
代
、
長
崎
の
本
博
多
町
に
庖
舗
を
か
ま
え
、
貿
易
業
と
両
替
業
な
ら
び

に
銀
貸
し
を
兼
営
し
て
い
た
家
で
あ
る
。
村
上
家
の
文
書
は
昭
和
初
年
頃
ま
で
同
家
に
一
括
所

蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経

済
学
部
分
館
・
神
戸
市
立
博
物
館
・
大
阪
商
工
会
議
所
商
工
図
書
館
・
杏
雨
童
百
屋
・
個
人
な
ど

に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
村
上
家
文
書
は
近
世
の
貿
易
文
書
と
し
て
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
史
料

群
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
近
世
の
両
替
商
、
輸
入
工
芸
品
な
ど
の
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重
な
基

礎
資
料
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
神
戸
市
立
博
物
館
編
『
神
戸
市
立
博
物
館
館
蔵
品
目
録
』
美
術

の
部
一
一
、
平
成
六
年
、
二
頁
参
照
)

(
日
)
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
第
二
版
第
二
二
巻
(
小
学
館
、
平
成
一
四
年
)
七
七
ゴ
一
頁
参
照
。
岡

田
章
雄
「
羅
紗
」
(
『
南
蛮
随
想
』
岡
田
章
雄
著
作
集
羽
、
思
文
閤
出
版
、
昭
和
五
九
年
)
四
二

1
四
三
頁
参
照
。

(
ロ
)
日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
二
二
雄
松
堂
出
版
、
平
成
三
年
)
一
二
三
頁
参
照
。

(
日
)
同
右
、
五
二
六

O
頁
参
照
。

(
日
)
角
山
幸
洋
『
日
本
染
織
発
達
史
』
(
田
畑
書
応
、
昭
和
四
九
年
)
八
一
頁
参
照
。

(
日
)
虫
巾
お
円
〈
白
ロ
ロ
白
H
H
Y
N
W
E
円
』
ミ
=
ミ
崎
町
て
号
待
。
。
h
h
吉
弘
E
円
』
内
向
。
宮
、
む
同
3
R
F
N内
同
市
寸
。

m-F
己
巾
巾
二
-

が
'
の
円
同
〈
巾
口
町
白
岡
市
・

S
N叶
-
U」
山
一
w
k
H
・田

E
B
2
Zロ・

(
日
)
豆
町
丹
市
『
〈
出
ロ
ロ
曲
目
・
。
、

E
H
H印丹市

σ。
巾
}F
門
田
巾
巾
二
-
U
叶
怠
回
目
)
巾
円
唱
え
口
出
国
ロ
・

(
げ
)
『
日
本
国
語
大
辞
典
」
第
二
版
第
九
巻
(
小
学
館
、
平
成
一
一
一
一
年
)
一
四
五
四
頁
参
照
。

(
日
)
同
右
、
第
二
版
第
三
巻
、
八
六
一
頁
参
照
。

(
山
口
)
註

(
8
)
参
照
、
一
八
一
一
1
一
九

O
頁。

同
八
番
舟
同
断

舟
々
舎
所
請
込
物

野
母
難
舟
荷
物
別
段

舟
々
別
段
責
追
組
入

(
鶴
見
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
)

(二

O
O六
年
一
二
月
二
三
日
受
理
、
二

O
O
六
年
一

O
月
二
七
日
審
査
終
了
)
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図1 唐船荷揚(1唐船来河li1¥'(1巻」長崎歴史文化t!f.物館所蔵)

図2 唐船貨物大改(1在長11時日清貿易絵巻」松浦史料博物館所戯)



図6 金巾・兎羅綿 ({i良) 図3 表紙

図7 弁柄篤 ・絹紬 図4 大羅紗

一一
件言 2

夢ら哩

、--・-ー一一

図8 木綿・形附木綿・紋綿紬 図5 呉羅服連・スタメン

閃3-8 1)パd保以卜一年 f二j月3 了壱布帯z割 亥七番自船(口) 1，川riJ 八吊併;時如船[けr !t，端;(1品l品t物U切U 4本，中帳長j井j千A別段R商、:5i ì.法J去;持波レ切U 4本|ド~ . iJ矧別|リJl段変I氏白可:'i!i占;
弐i制情11昨|甘}之 |ド内j勾.~ I外{似波自船{“}分，否111附11冊It有有‘之JJ(国立!凶必史L民(j俗谷削l防専物釘飢if所リ好rJ賊絞)



図10 大羅紗 図9 表紙

凶 9・10 I大保卜一子壱番;t;1J 切1]1'-本l阪J(杏雨書屋rfr政)


